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【禁忌・禁止】 

＜使用方法＞ 

1. 再使用禁止 

2．再滅菌禁止 

3. 本品に衝撃を与えないこと。［破損する可能性があるため。］ 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

 
 

本品は、外筒、プランジャ、プランジャチップから構成される。なお、

本品の公称容量は3mLで、先端の接続形状がルアースリップタイプ

である。 

 

＜原材料＞ 

外筒：ポリプロピレン 

プランジャチップ：スチレンブタジエンゴム 

 

【使用目的又は効果】 

目盛付の外筒及びプランジャから成り、注射針等を用いて薬剤の投

与や採血、液体又はガスを注射・注入又は引き抜くために使用する。 

 

【使用方法等】 

1． 本品を包装から取り出し、プランジャを先端まで押し込み、外筒の

空気を完全に追い出す。 

2． 注射又は採血に使用する場合は、注射針等と確実に接続し、

緩みがないことを確認してから使用する。 

3． 薬液の注入などに使用する場合は、先端をカテーテル等に接

続し、薬液を注入する。 

 

 

【使用上の注意】 

1.重要な基本的注意 

●包装を開封したら、速やかに使用すること。 

●使用中は本品の破損、接合部の緩み及び薬液漏れ等について、

定期的に確認すること。 

●プランジャチップを注射針等で傷をつけない様に注意すること。

［破損が生じ、液漏れ、空気の混入につながる可能性があるた

め。］ 

 

●薬液等を吸引する際は、外筒の印刷部の目盛を越えてプランジ

ャを引かないこと。［プランジャが外筒から抜けて液漏れが生じる

可能性があるため。］ 

●プランジャはまっすぐに引くこと。［斜めに引くと、プランジャチップ

と外筒の密着性が悪くなり、液漏れ、空気の混入又はプランジャ

チップが外れる可能性があるため。］ 

●接液部を汚染させないこと。 

●外筒の目盛印刷部分をこすらないこと。また、目盛印刷部分に医

薬品などが付着しないように注意すること。［目盛が消える可能性

があるため。］ 

●プランジャを繰り返し前後させる等の操作を行う際は、プランジャ

を汚染させないよう、十分注意して取り扱うこと。［外筒内が汚染す

る可能性があるため。］ 

●医薬品の種類によっては、本品の外筒の内側に添付されている

シリコーン油が析出することがあるので注意すること。シリコーン油

が析出した場合は、適切な処置をとること。 

●造影剤等の高圧注入は行わないこと。[液漏れ又は破損する可能

性があるため。] 

 

【保管方法及び有効期間等】 

１．保管の条件 

室温下で、水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管

すること。 

 

２．有効期間 

包装上に記載（自己認証（当社データ）による）。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元 

日本コヴィディエン株式会社 

カスタマーサポートセンター：0120-917-205 
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